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全国から救護班出動全全国国かからら救救護護班班出出動動
被災者に寄り添う医療チーム

�
�

�
�

�
�

�
�

	



�
�

��
��

��
��
��

��
��

��
		




��

��



�
�

�
�

�




��
��

��
��

��

　
日
本
赤
十
字
社
は
、
今
回
の

災
害
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
へ

の
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
義
援
金
は
、
被

災
さ
れ
た
方
々
へ
、
お
見
舞
と

生
活
の
ご
支
援
と
な
り
ま
す
よ

う
義
援
金
配
分
委
員
会
を
通
じ

て
渡
さ
れ
ま
す
。

■
　
郵
便
振
替
（
郵
便
局
）

口
座
記
号
番
号

　
０
０
１
４
０
―
８
―
５
０
７

口
座
加
入
者
名
　
日
本
赤
十
字

社
　
東
北
関
東
大
震
災
義
援
金

取
扱
期
間
　
平
成
23
年
９
月
30

日
ま
で
　

※
郵
便
局
窓
口
で
の
取
り
扱
い

の
場
合
、
振
替
手
数
料
は
免
除

さ
れ
ま
す
。

※
郵
便
窓
口
で
お
受
取
り
い
た

だ
き
ま
し
た
半
券
（
受
領
証
）

は
、
免
税
証
明
と
し
て
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ご
依
頼
人
欄
に
お
名
前
、
ご

住
所
、
お
電
話
番
号
を
記
載
し

て
く
だ
さ
い
。

※
銀
行
口
座
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
な
ど
で
も
義
援
金
を
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（�����������

	


）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
病
院
に
は
ロ
ビ
ー
や
通
路
に
ま
で
患
者
が
あ
ふ
れ
野
戦
病
院
さ
な
が
ら
の
緊
迫
感
が
。
そ
し
て
避
難
所

に
は
暖
房
も
食
糧
も
な
く
、被
災
者
の
疲
労
は
限
界
に
―
―
３
月
11
日
の
東
北
関
東
大
震
災
発
生
後
、被
災

地
は
ぎ
り
ぎ
り
の
混
乱
状
態
に
陥
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
、
日
本
赤
十
字
社
は
全
国
か
ら
救
護
班

を
派
遣
。
総
力
を
挙
げ
た
活
動
を
継
続
中
で
す
。
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平成平平成成222333年度年年度度 日本赤十字社の予算の概要日日本本赤赤十十字字社社のの予予算算のの概概要要
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回回回
代代代
議議議
員員員
会会会
審審審
議議議
結結結
果果果
公公公
告告告
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Report

Report1

Report3

Report2

　日本赤十字社の平成23年度事業計画と予算がこのほど、各県選出の代議員による文書審議
を経て承認されました。事業計画と予算は例年、日赤の最高議決機関である代議員会での審
議に基づき承認されます。しかし、東北関東大震災の深刻な被害をかんがみ、3月18日に予
定されていた代議員会を中止とせざるを得ず、文書審議での決定に代えさせていただいたも
のです。したがって、承認された事業計画に、平成23年度はさらに東北関東大震災の復興な
どの諸活動が加わります。今回の災害をはじめニュージーランド地震などの自然災害が国内外
を襲い、リビアなどでの紛争も相次いでいます。「人間のいのちと健康、尊厳を守る」赤十字
活動の真価がいまこそ問われています。私たちは、国民の参加と支援の下、赤十字の総合力
を発揮した取り組みを引き続き世界で展開していきます。

赤十字運動の発展に貢献
（国際救援活動や開発協力）

国際赤十字の推進
 　国際赤十字・赤新月社連盟（IFRC）会長社として、
赤十字国際委員会（ICRC）との連携を強化しながら、
国際赤十字の政策や活動方針・運営に提言を行い、
世界的な赤十字運動の広がりに積極的に貢献します。
人道問題への関心喚起
　一人ひとりのいのちの尊厳が脅かされ苦しむ人 と々
その救援に取り組む赤十字の活動に対する国民の関
心を広く喚起するとともに、国際人道法の考え方を普
及して赤十字運動への理解と協力を求めます。
世界各地へ緊急出動
　世界各地で発生する自然災害の被災者や紛争の
犠牲者を救うため、ERU（緊急対応ユニット）を海外
と国内に1基ずつ設置して緊急事態に備えるとともに、
IFRCやICRCと緊密な連携をとって、効果的な人道
支援を実施します。
アジアを災害から守る
　災害による被害を軽減させるため、地域の災害対
応能力を高め、住民やボランティアの参加を得て、地
域に根ざした災害対策活動を支援します。

アフリカの命を救う
　保健衛生上の脅威がもっとも深刻なアフリカ地域を
中心に、地域の人々が自分の力で状況を改善する取
り組みができるよう、疾病の予防や健康増進にかかる
知識の普及や行動改善を支援します。（写真❶）

大規模災害への備えを強化
（国内救護体制）

救護班のレベル向上へ
　日赤の第一義的な任務である国内災害の救護活
動。超急性期とされる災害発生後48時間以内の医療
救護の強化が大きな課題です。日赤救護班の知識や
技術のレベルアップのため、日赤DMAT（災害派遣医
療チーム）研修会を年 4回開催していきます。
他防災機関との連携強化
　広域で大規模な災害への対応能力を向上させるた
め、ブロック合同訓練の実施や自衛隊・海上保安庁
など各防災機関との連携を強化するとともに、防災ボ
ランティアの養成も進めます。（写真❷）
大規模地震対応計画の整備
　東南海・南海地震対応計画の作成を始めるととも
に、各支部の実施計画の作成も進めます。

安定した医療提供へ
（医療事業と看護師教育）

赤十字病院として役割発揮
　赤十字病院の特色である国内外の災害医療救援に
積極的に貢献するほか、地域の中核医療機関として、
医療ニーズを踏まえた診療機能や、救急、災害、へき
地、周産期、小児医療などの医療提供体制の充実に
努めます。
　また、医療安全管理体制の強化・充実や、医師の
育成・確保を図ります。
看護師の養成と継続教育
　赤十字看護大学・専門学校では質の高い学生確保
のために、広報活動の強化や教育の充実に努めます。
医療施設では、働きやすい職場づくりによる看護師の
定着促進、キャリア開発や新人看護職員研修の充実に
より、実践力の向上を図ります。（写真❻）

献血者確保と広域事業運営体制の
構築へ（血液事業）

若年層に積極的な啓発活動
　少子高齢化が進む中、安全な血液製剤の安定供給
の確保は大きな課題です。10代、20代の献血推進は
特に重要で、若年層対象の普及啓発活動に引き続き
力を注ぎます。「LOVE in Action プロジェクト」などの
キャンペーンを戦略的に展開し、献血ルームや献血バス
の機能充実やイメージアップも図ります。（写真❼）
広域事業運営体制を構築
　血液事業は、
輸血用血液製剤
の安全性の向上
や安定供給を行
うとともに効率的
な運営を行うこと
で、国民に信頼
される持続的な

体制を確立することが不可欠です。そのため、これまで
の都道府県単位の事業運営体制を見直し、平成24年
度から広域事業運営体制を導入するため、新たなブロッ
ク血液センター（仮称）の整備等を行います。

地域からの信頼をより大きく（社会福祉事業）

5万人のボランティアの参画
　赤十字奉仕団などのボランティア協力と支部・病院と
の連携が、日赤社会福祉施設の特色です。延べ5万
人のボランティア参加などを通じ、地域に選ばれる施設
を目指します。
子育て支援の充実
　育児相談や子育て講座などの多様な子育て支援事
業を実施。増加する被虐待児や病児、発達障害児の
ケアのため、社会のニーズに対応する事業を推進します。
特養運営充実へ3カ年計画
　特別養護老人ホームの「運営充実化3カ年計画」に基づ
き、地域への貢献度の高い施設運営を目指します。（写真❽）

いのちを守る担い手を地域に
（救急法等の普及）

受講者の希望を踏まえて
　救急法など各種
講習会は、受講
者がテーマを選べ
る短期講習が人
気です。今後も、
受講者の希望に応
じた講習普及を図
ります。（写真❾）
ボランティア指導員を養成
　講習受講者がボランティア指導員となり、いのちを救う
技術を地域に広げていくことが日赤の講習事業の特徴。
今年度もボランティア指導員の養成に力を注ぎます。
講習内容の改正
　心肺蘇生法の国際的なガイドラインが改定されたことを
受けて、関係する講習の内容を見直していきます。

世界各地の人道危機への対応

いのちと健康を守る事業の推進

リーダー育成通じ活性化
（青少年赤十字／奉仕団）

JRC加盟校増加中
　青少年赤十字（JRC）の指導者（教員）養成と
支援へ向けた研修会開催のほか、JRCモデル校へ
の活動のための助成金交付を実施。国際理解と親
善のため、アジア各国との間でメンバー（児童、生徒）
や指導者の派遣・受け入れを行います。（写真❸）
10年目迎えたボランティア国際年
　国連が呼びかける「ボランティア国際年+

プラステン

10」を、
改めてボランティア活動の推進の機会と捉え、奉仕団の
リーダー養成研修会やモデル活動の紹介などに取り組
みます。青年赤十字奉仕団の「ピア・エデュケーション」
によるHIV・エイズの予防啓発を促進します。（写真❹）

赤十字運動を国民皆さまの中に
（社資募集／広報戦略）

より手軽な社資募集を目指して
　口座自動振替やクレジットカード、ポイント制度を活用
した社資・寄付金募集のメニューを充実。社員増強、
社資拡大を図ります。

昭憲皇太后基金100周年へ向け
　昭憲皇太后基金は平成24年が創設100周年。そ
の基金を増額するための特別基金の募集を、平成
23年4月から平成25年3月まで行います。
戦略的な広報を推進
　10～30代の若年層をターゲットにした広報を強化。
メディアで赤十字活動がより多く取り上げられるよう、
情報提供を積極的に展開するとともに、広報特使・
藤原紀香さんや若手人気アーティストを通じた国民へ
のメッセージ発信も強めます。（写真❺）

赤十字運動への参加と協力

平成23年度

日本赤十字
社

事業計画概
要

衛生促進活動を支える子どもたち（ボランティア国際年+10）

幅広い世代に活動する姿を通じて日赤への興味・関心を訴える平成
23年度のポスター

JRC加盟小学校で訪問授業を行った赤十字広報特使の藤原紀香
さん陸上自衛隊ヘリコプターCH47との合同訓練　（平成22年9

月3日沖縄県北谷町で開催のブロック合同救護訓練）

496 514 530 533 529

200
190

207207207
救急法などの受講者数

各講習における講習受講者数等（平成21年度実績）

救急法

健康生活支援講習

幼児安全法

水上安全法

雪上安全法

93,358人（21%）

5,303人（6%）

5,128人(8%)

4,014人(8%)

182人(28%)

355,145人（79%）

82,688人（94%）

55,888人(92%)

45,850人(92%)

476人(72%)

一般普及講習 短期講習

受講者数（構成割合）
講習名

献血者及び献血量の推移と計画

平成19年度
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100
20年度 21年度 22年度

見　込
23年度
計　画

496496496 514514514 530530530 533533533 529529529

200200200
190190190

献血量
献血者数

207207207207207207207207207

■成分献血
■400mL献血
■200mL献血

（万人）
（万L）

●❹

●❺●❸

ウガンダ母子保健事業

●❶

●❷

各地で開催される救急法の講習

●❾

●❽

明るく気軽に入れる献血ルーム

那覇市安謝福祉複合施設

●❼

●❻
診察技術をシュミレーション人形で練習する看護学生
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ニュージーランド地震

「こころのケア」チームを海外派遣

　クライストチャーチ市内に開設したこ
ころのケア相談室「赤十字カフェ」には、
家族の方々にこころを解きほぐしてもら
おうと、お茶や菓子を提供し、ハンドマッ
サージや足浴などを行いました。
　プロジェクトリーダーの槙島敏治医師
（日赤医療センター国際医療救援部長）は
任務について「災害で大きな打撃を受け
た人のこころをケアすることが私たちの
仕事です。今回一番重要視したのは『そば
にいてあげる』ということでした」と説明
します。
　毎日開かれる家族への説明会に同席
し、チームがそばにいることを示し続け
ました。その結果、当初は会話を拒んでい
た方々も数日後には打ち解けてくれるよ
うになりました。
　「私たちがそこにいるということが、大
きな安心感につながったと思います。遺

体との対面や火葬・葬儀への立会いの際
には『そばにいてくれて安心しました』と
いう言葉をいただき、やってよかったと
思いました」

　

　家族の中には「頭がいたい」「眠れない」
という相談も多く、帯状疱疹を発症した
人もいました。ストレスや疲れが症状と
して体に出てきたものです。
　「私たちは医師や看護師として、ストレ
スと体のケアを一緒にすることができま
す。これは日赤の『こころのケア』の強み
だと実感しました」と槙島医師は振り返
ります。

　

　同市に住む日本人も半数が家財や仕事
上で何らかの被害を受けました。そうし

た被災者へのサポートも課題の一つでし
た。「こころのケア」チームは、24時間
受け付けの電話相談「赤十字こころのホ
ットライン」を設置。領事館からの緊急メ
ールや、現地の日本語ＦＭ放送に携わる
人のブログで紹介してもらい、積極的な
利用を呼びかけました。
　「相談は一日平均２.５件。想像以上の
反応でした。日本語で相談できるという
ことが、現地に住む皆さんの安心感につ
ながったと思います」
　一方、不安を感じていたのは、大人だけ
ではありません。地震後、子どもたちの中
に、夜一人で寝るのを怖がる、親にまとわ
りつく、指しゃぶりやおねしょをするな
どのケースが目立つようになっていたの
です。
　日本人の子どもたちが通う日本人補習
校の保護者向けに槙島医師は講演。こう

した行動は異常ではなく、スキンシップ
しながら受け止めてあげることが大切な
ことなどをアドバイスしました。

　

　活動の最中に起きた東北関東大震災。
チームは日本に思いをはせながら、当初
の予定日まで活動を継続しました。
　槙島医師は語ります。「人はどんなに打
ちひしがれても立ち上がる力をもってい
ます。立ち上がろうとする人をそばで支
えてあげることがこころのケアです。ニ
ュージーランド地震で改めてその大切さ
を学びました。日赤のこころのケアの大
切さと、『私たちにはそれができるんだ』
ということを、東北・関東の被災地で活動
する仲間に伝えたいと思います」

被災者家族を現地でサポート

内戦から多国籍軍介入へ　人道危機続くリビアに支援
ICRCとIFRC　　　　

　チュニジアやエジプトから広がった中
東政変。リビアではカダフィ政権による
反政府勢力攻撃で人道危機に陥る中、3
月19日には多国籍軍が軍事介入を開始
しました。
　こうした事態に、赤十字国際委員会（IC
RC）はすべての当事者に、一般市民を狙
った攻撃や医療施設・医療職員・医薬品
・食料運搬への攻撃を禁止する国際人道
法の遵守を求めています。ICRCはリビ

ア北部のベンガジで医療機関の支援や拘
束者の訪問などを行う一方、事態が一層
悪化した際にすぐに出動できるように食
料や生活必需品を調達しながら準備して
います。
　ICRCは2月25日から、約3000万ス
イスフラン（約26億円）を、国際赤十字
・赤新月社連盟（IFRC）は3月１日から、
被害者救援のため約446万スイスフラ
ン（約4億円）を募っています。日本赤十

字社は、ICRCへ855万円、IFRCへ130
0万円の資金援助を行ないました。
　
　
　内戦が悪化する中、多くの市民が国境
を越えて避難しています。IFRCは隣国の
チュニジア赤新月社を支援する形で、国
境での救援活動を実施。避難民キャンプ
の建設、トイレの設置、食料など生活必
需品の配給が急務となっています。
　一方、リビア赤新月社も国内30支部
で献血活動を行って病院に提供している
ほか、負傷者の手当てやこころのケアな
ど、被害者支援を活発に展開しています。
リビア赤新月社は中立の立場から自国民
だけでなく、外国人も区別・差別せず支
援しています。
　また、家族が離れ離れになるケースも
多く、チュニジアとリビアの赤新月社は
離散家族の安否確認も行っています。　
　

　
　厳しい状況が続く中、赤十字が支援す
る国境付近のキャンプで3月12日、新た
ないのちが誕生しました。(右写真)

　月を意味する「カマル」君と名づけら
れた赤ちゃんは、リビアから避難してき
たソマリア人女性マリアさんの第一子。
赤十字ボランティアの助産婦ハネネさん
が取り上げました。ハネネさんは、避難
民やキャンプで働く者はこの素晴らしい
ニュースにより希望を与えられた、と話
します。
　避難民キャンプから多くの人が自国に
戻っていく中で、マリアさん一家は第三
国定住を希望しています。「リビアでの
生活は厳しかったけれど、自国ソマリア
の現状はもっと厳しい」と話しました。

新たないのちが人々に
希望与える
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溢れる避難民へのサポートも

心と体を同時にケア

現地在住の日本人も多数相談

東北関東大震災で
　　　　　　　人々を支えたい
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２月22日に発生したニュージーランド地震。行方不明となった多数の日本人留学生の家族や被災
した日本人を精神面で支えようと、日本赤十字社は２月27日～３月21日、「こころのケア」チー
ム（医師や看護師ら８人）を現地に派遣しました。日赤が同チームを海外に送るのは初めてです。
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